
■ JUON NETWORKとは

　大学生協の呼びかけで1998年に設立されたNPO法人です。

大学生協が、廃校を活用したセミナーハウスの運営や、阪

神・淡路大震災の支援活動をする中で、過疎地に住む人々と

出会ったことが始まりです。都市に住む人と過疎地の住む人

の交流が生まれました。

　そこには、過疎問題、地方文化継承問題など、いくつもの

問題があります。この問題に取り組む全国各地の思いをつな

いで、交流の輪を広げていくために活動しています。
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JUON NETWORK　年次報告書

森林の楽校

田畑の楽校

森林ボランティア

青年リーダー養成講座

樹恩割り箸

エコサーバー検定廃校活用
地域ブロック

ヤングジュオン

都市と農山漁村がつながるところから、

豊かな未来が始まります！

農山漁村でのボランティア、リーダー養成、国産間伐材割り箸…。

JUON NETWORKは、自然と向き合う知恵と技を学び伝える場を提供し、

都市と農山漁村の循環と世代をこえた人々のつながりを取り戻します。



　日頃から、私どもの活動にご支援をたまわり、厚
くお礼申し上げます。おかげさまで、設立以来、12
年を経過し、樹木に例えれば苗木の段階からようや
く根をはり、枝を広げる時期を迎えたかと思います。
いまやトレードマークともなった、国産間伐材を利
用しての「割り箸」製造とその他の活動領域、山林
に限らず、農業分野や、都市住民と農村との交流（グ
リーン・ツーリズム）なども、少しずつではありま
すが、着実に拡大に向かっています。
　自然環境や資源の保全、さらにはそれらの持続性、
生物多様性などの問題がさまざまな場面で論じられ、
それについての国際会議も開かれています。ＪＵＯＮ
の活動も結論的には、そういう課題へと収斂しつつ
あるかと思います。もちろん、いきなりそうした大
きな課題に直接取り組むという大げさな話ではあり
ません。しかし、各地の「森林の楽校」「田畑の楽校」
などの活動を通して見えてきたものは、それらが別々
の存在ではなく、相互に密接なつながりをもって成
り立っている、という当たり前のことと、私たちの
生活もそこに含まれているということです。
　それらを知識として整理し、かつ日常の暮らしの
中で生かすために、毎年エコサーバー検定も開催し
ています。

「12年の活動で見えてきたもの」 「2009年度を振り返って」

　設立 12年目に入った 2009 年度は、社会とのコミュ
ニケーションについて転機を迎えた年でした。これ
までモノクロであった会誌を、カラーにし、活動を
より分かりやすく伝えるよう努めました。また、ホー
ムページのリニューアルやブログの開設に向けた準
備を行い、2010 年度の初めにはいずれもスタートを
切ることができました。なお、最も大きなトピック
として、新ロゴマークの選考を行い、これも 2010 年
6月の総会の際に決定するに至っています。
　2009 年度特筆すべき具体的な取り組みとしては、
「国産間伐材製『樹恩割り箸』」が挙げられます。福島、
茨城、東京、広島と新たに製造を開始する 4 つの割
り箸工場の準備を進めた年でした。2010 年度には、
全国 7ヶ所の知的障害者施設での製造に広がります。
　また、昨年度から新たに始まった取り組みとして、
「樹の紙」の活動もありました。精神障害者の仕事づ
くりに貢献すべく、助成金をいただきながら、木材
を極薄にスライスした特殊な「樹の紙」を活用した
商品開発を進めました。この取り組みは、まだ始まっ
たばかりですが、今後「樹恩割り箸」のように、大
きく羽ばたいていくことを期待しているところです。
　私たちの活動が大きな実を結ぶためには、まだま
だ皆様のご協力が必要です。引き続きのご支援を宜
しくお願い申し上げます。

JUON NETWORK にとっての 2009 年度 =第 2次中期計画（3年間）　2年目！

会長　田中　学 事務局長　鹿住　貴之

はじめに　
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中期計画～３つの重点課題～

①都市と農山漁村の交流の中で、先輩
世代から若者世代に日本の自然や文化
を受け継ぎ、次代を担う人材を育成す
る。
②樹恩割り箸をシンボルに、木を使う
ことの意義や日本がこれまで営んでき
た森林を中心とした持続可能な社会に
ついて伝える。
③樹恩割り箸・森林の楽校、田畑の楽
校を通じて、国産品の自給率を高める
よう努め、農山漁村の活性化につなげ
ていく。

1998年　設立
樹恩割り箸：工場1ヵ所
　　　　　　26大学116万膳
森林の楽校：2ヵ所

2008年　10周年
樹恩割り箸：工場3ヵ所
　　　　　　65大学969万膳
森林の楽校：11ヵ所

2009年　
樹恩割り箸：工場3ヵ所
　　　　　　65大学1044万膳
森林の楽校：12ヵ所

1999年
NPO法人化
森林ボランティア青年
リーダー養成講座開始

2001年
地域ブロック体制
スタート

2005年　
田畑の楽校スタート

2003年
エコサーバー検定
スタート

「広げる」　から　「深める」　へ

2008年　
第2次中期計画を策定（3年間）

　どうぞ、これからもＪＵＯ
Ｎに対するご支援、ご協力の
ほど、よろしくお願いいたし
ます。



3はじめに／一年のできごと

一年のできごと　　

会誌をリニューアル、カラーに！　
　70 号（5-7 月号）から一新。イベント報告から山
村に移りすんだ方の連載まで、メリハリをつけ
JUON の活動がより伝わりやすいように工夫しまし
た。

佐渡でトキを目撃！
「トキ色の島　森林の楽校」から「トキの島」に

東京ヤングジュオンが
中高生受け入れにチャレンジ！
　2009 年 11 月と 2010 年 3月、富士福祉事業団と協
力し、中高生の森づくり体験を企画しました。よりリー
ダーの役割を認識する機会となりました。

大学のフィールドワークをコーディネート
　講義で話す以外に、フィールドワークのコーディ
ネートを初めて行いました。2009 年 9月にお茶の水

樹の紙プロジェクト、スタート！
　徳島県の（株）ビッグウィルが扱う、折り紙も折
れる特殊な木でできた紙を使い、大学生協と商品を
企画・販売するプロジェクトです。樹恩割り箸の袋が、新デザインに！

中坪・災害復興支援
　2006 年から始まった兵庫県宍粟市一宮にある中坪
地区との交流。8月の集中豪雨で大きな被害があり、
復興支援に 40 名近い会員と家族が駆けつけました。

左から、リニュー
アル前、準備号、
リニューアル後。

参加者、大幅増！
森林ボランティア青年リーダー養成講座in関西
「四万十川　森林の楽校」

　参加者が一ケタ台で伸び悩んでいましたが、早めの
広報により、ほぼ定員に近い人数が集まりました。
　事務局増員の効果を実感？

春

第11回総会・記念イベントを山梨県で開催
キラキラ☆グリーンツーリズム～来た甲斐あるら（^_-）～

　地元・上野原市で活躍する学生団体「森のココペリ」
をはじめ、若者の元気な発表が印象的な総会でした。

2 日 目 は、
林業体験な
ど、3つコー
スを用意。

　2002 年から取り組んできたトキ
のエサ場づくり。ついに放鳥が始
まり佐渡は本当の「トキの島」に。

自然の中のトキ、

感慨もひとしお！

子ども農山漁村交流プロジェクト
　全国の小学校で農山漁村での体験を実施するプロ
ジェクトの一環で、子どもを指導するリーダー育成事
業を文部科学省から委託。29 名のリーダーが誕生！

夏

秋

冬

エコサーバー・

リーダー養成講

座として岐阜で

開催。

製造は障害者施

設「ワークサ

ポートやまな

み」が担います。

　「樹恩割り箸」という名
称や「詳しく知りたい人
は検索してください」な
どが入り、より意義が伝
わるようになりました。

女子大学、2010 年 2月に明
治大学（日本・カナダコン
ソーシアム）から依頼があ
りました。
　



事業別　活動報告　

　　樹恩割り箸
①どんな活動？

　国産間伐材製「樹恩割り箸」は、
日本の森林を守るために間伐材・
国産材を使うこと、障害者の仕事
づくりに貢献すること、食堂の排
水を減らすこと、この 3 つの目的
をもっている。2009年度は徳島「セ
ルプ箸蔵」、埼玉「江南愛の家」、
群馬「エルシーヌ藤ヶ丘」で製造、
65 大学生協 205 店舗での使用をは
じめ、徳島・群馬の県庁食堂や食堂、
学園祭や市民祭などで利用された。
製造量は約 1000 万膳。
　なお、2009 年 10 月に完封箸の
デザインをリニューアル。つくる
人の顔が見え安全な「樹恩割り箸」
は、まさに都市と山村を結ぶ「か
けはし」となっている。

③Next　Action ！
　
　2003 年に作成したパンフレット
を 2010 年度中に改訂する。また、
各製造工場において、定期的な見
学ツアーの実施を目指す。

②目標と成果

１．製造量を増やす
　需要に供給が追いついていない
ことから、新規工場の開設を準備。
福島「あたご共同作業所」、茨城「若
葉園」、東京「山の子の家」、広島「む
かいしま作業所」の 4ヶ所で 2010
年度から製造できるように準備を
進めた。

２．「樹恩割り箸」に対する理
解を進める
　埼玉・群馬・福島（製造の準備中）
の工場見学ツアーを実施した。

３．品質の向上
　徳島・埼玉・群馬の割り箸工場
の職員に対して、割り箸の品質が
向上するように、木材の性質につ
いてのレクチャーを実施した。

　　森林の楽校
①どんな活動？
　
　森林は地球温暖化防止、水源涵
養、災害防止などの役割があるが、
日本の森林は、手入れがされず荒
れている。
　全国 12 ヵ所で年間 20 回近く実
施している「森林の楽校（もりの
がっこう）」では、森づくり体験・
自然散策や地元の方々との交流な
どを通じて、森林・環境問題につ
いて学ぶことができる。ボランティ
ア活動の入り口として、都市住民
に門戸を開いている。
　2009 年度はのべ 608 名（内地元
166 名）が参加（2008 年度は 559
名）。

③Next　Action ！

　基本情報や安全管理について上
手な地域のやり方を全国で共有し
たい。そのため、各地の「森林の
楽校」関係者が情報交換できる場
があるとよい。
　設立から 12 年経ち、受入地域や
運営の核となる方達の状況が変化。
より地域に貢献できる体制づくり
（定例的な活動・定住促進）や若い
世代の参画を目指す。

②目標と成果

1．プログラムを深める
　地域ごとに内容が異なりバラエ
ティに富むが、JUON が目指すこ
となどの開催意義が伝えられてい
ない「森林の楽校」があった。そ
こで統一したプリントを毎回配る
ようにした。

2．次のステップにつなげる
　参加者に、エコサーバー検定や、
青年リーダー養成講座の存在や日
程を紹介し、スキルアップの場が
あることを案内するようにした。
同じフィールドで実施している場
合は、受講に繋がるケースがあっ
た。
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5事業別　活動報告

　　田畑の楽校
①どんな活動？

　過疎高齢化の進行や食糧自給率
の低下によって、日本の農業は担
い手不足に陥っている。先祖から
受け継いできた田畑が放置されれ
ば薮となり、病気や害虫の発生源
にもなってしまう。 　
　「田畑の楽校（はたけのがっこ
う）」は、自然を愛する人や農業を
やってみたい人と田畑をつなぎ、
食卓に美味しい産品を届けてくれ
る農家の方々を応援するきっかけ
をつくることが目的。現在の活動
は、2005 年から始まった山梨県の
ぶどう農家への援農 1カ所。

③Next　Action ！
　
　作物によっても仕組みの作り方
が違ってくる。同じぶどうに取り
組んでいる先進事例を学ぶ必要が
ある。
　地域の方達や同じ地域で活動す
る団体とのつながりをつくる。
　新たな地域での試験的な援農ツ
アー実施について検討する。

②目標と成果

1．プログラムの確立
　田畑のボランティアは、森林に
比べ労働力として必要とされる度
合いが強い。当日、JUON や趣旨
の説明に時間を割くことが難しく、
事前に資料を郵送するなど工夫し
ているが十分とは言えない。
　「田畑の楽校」をきっかけに、「有
志活動」に参加してもらう流れは
定着し、農繁期の夏場はほぼ毎週
活動があった。また、秋から春に
かけても月 1回活動を実施した。

2．活動場所を増やす
　開催地が１つのため比較検討が
できない。新規開拓のため、事務
局による下見を実施した。
　

　　地域ブロック活動
①どんな活動？

　JUON NETWORK では、全国６
地域ブロック体制（北海道東北・
関東甲信越・東海北陸・関西中国・
四国・九州）で活動を進めている。
　全国的な活動の実際の運営を担
うことの他にも、地域ブロック世
話人会では独自に、自然や文化に
親しむことを目的とした「会員の
つどい」を行なっている。自然散策、
お花見、木造建築の見学会をはじ
め、里山整備やそばづくり等があ
る。

③Next　Action ！

　ブログや会誌同封の機会を活用
し、地域の情報を発信。活動に参
加している人の顔が見えるように
する。
　樹恩割り箸工場見学を、交流の
場かつ企画コーディネートのス
テップアップの場としていきたい。
　

②目標と成果

１． 参加のきっかけをつくる
　関西中国地域では毎回会誌に会
議の議事録やイベントのチラシを
同封した。関東甲信越地域は世話
人会便りを発行。他の地域への呼
びかけはできなかった。
　関東甲信越地域では会員に呼び
かけて新年会を行ったが、広報が
遅く人の集まりは少なかった。

2．「楽校」の担い手を増やす
　関西中国地域では世話人会が中
心となり、大学生協やヤングジュ
オンと森林の楽校実行委員会を立
ち上げている。他の地域では、世
話人のみ・ヤングジュオンのみ、
個人とのやり取りだけのところも
ある。新たな取り組みはできなかっ
た。

 



　　青年リーダー養成講座・ヤングジュオン
①どんな活動？

　継続的に森林ボランティア活動
に参加する次世代のリーダーを育
てることを目的に、東京で 1999
年から、関西で 2007 年から「森
林ボランティア青年リーダー養成
講座」を実施。
　修了生達は、東京／関西ヤング
ジュオンとして定期的な活動を
行っている。森林作業だけでなく、
地元の暮らしへの関わりなどにも
発展してきている。

③Next　Action ！
　
　講座の目的にあった（継続した
活動を望んでいる）受講生が集ま
るよう広報の仕方を見直す。
　新たな地域での講座開催に向け
て動き出す。
　そのために、東京・関西ではヤ
ングジュオン主体で運営できる体
制を目指していく。

②目標と成果

1．受講生を増やす
　東京は久々の定員割れ。原因の
一つに広報の遅れが考えられる。
関西は初めて二ケタを集めた。開
催時期を変えた効果か？

2．プログラムを深める
　東京は、本編も微修正をした
(p9 参照 ) が、実践編で 2008 年多
様すぎたゴールを「森のキャンプ
（中高生受入）」に絞ったことで、
より実践の意味が深まった。関西
は、宿泊回数を増やし、普通救命
講習、農家民泊など新メニューも
追加し、カリキュラムが充実。

3．継続性を高める 
　東西とも「森林の楽校」運営を
担うスタイルは定着。しかし、リー
ダー講座で後輩の指導ができるま
でには、経験を積むことが必要。

　　エコサーバー検定
①どんな活動？

　JUON　NETWORK が実施する資
格検定制度。
　ボランティア入門者が、活動の
リーダーになり、さらに、ボラン
ティア活動を地域とともにプロ
デュースできるようになるまでを
応援するための 3 つのステップを
用意。
　自然体験活動の全国共通資格
「CONE（自然体験活動推進協議会）」
も取得できる。

③Next　Action ！
　
　コーディネーターの仕組みを確
立する。そのために、まずは新規「楽
校」の立ち上げと絡め、資格要件
を見極めたい。

②目標と成果

1．参加者を増やす 
　単独のサポーター試験・セミナー
は催行人数ぎりぎりだったが、上
記の青年リーダー養成講座中にも
検定試験を実施するようになり、
リーダー資格取得者は増えた。

2．プログラムを深める
　楽校やリーダー講座で活かせる
テキストへと改訂すべく動き始め
たが、道筋は見えていない。

3．次のステップにつなげる
　サポーター取得者の活躍の場を
用意することで、制度全体の底上
げを図りたい。
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7事業別　活動報告

　　広報活動

　　ファンドレイジング（資金集め）

■会誌（４回／年）
　年 6回発行から年 4回発行に
（5月、6月、11 月、2月）。白黒
16 ページをカラー 8ページ＋白黒
8ページに変更。レイアウト含め
全面リニューアルした。

■出展
　2009 度は、全国 4ヶ所で出展を
行った。

・６/20：地球環境パートナーシッ
ププラザ（GEIC）主催「環境ボラ
ンティア見本市」（東京都渋谷区）
・11/１：「ひょうご森のまつり
2009」（兵庫県川西市）
・11/14 ～ 15：「ライフスタイル
フォーラム 2009」（東京都新宿区）
・12/10 ～ 12：「エコプロダクツ
2009」（東京都江東区）

■ホームページ
　会誌と連動して、ホームページ
のリニューアルの準備を進めた。

■講演先一覧
2009 年
・4/23：BS 朝日「峰竜太のナッ得！ニッポン」

（東京）
・5/14・27・10/22・27：明治大学経営学部

「インターンシップ入門」（東京）
・5/18：跡見学園女子大学

「サステイナブル・ビジネス」（東京）
・6/8：横浜国立大学

「地域連携と都市再生 B」（神奈川）
・6/9：亜細亜大学「ボランティア論１」（東京）
・6/12：千葉県

「市民活動フェスタ」選考委員会（千葉）
・6/20：太陽生命の森林・体験学習（栃木）
・6/23：東海大学
「割り箸から考える林業の活性化と福祉」（神奈川）
・6/27：せたがや自治政策研究所

「地域社会を起業する」（東京）
・7/3：間伐材マーク認定委員会（東京）
・8/18：富士山国際エコキャンプ村（静岡）
・8/18：先生のための森林環境教育セミナー（東京）
・9/5：全国学生環境ビジネスコンテスト（東京）
・9/29：お茶の水女子大学学外特別実習（埼玉）
・10/24：太陽生命の森林・体験学習（栃木）
・10/24 ～ 25：大学生協全国環境セミナー（京都）
・11/26：損保ジャパン CSOラーニング生

大風ゼミ（東京）

・11/27：日本総合研究所シンポジウム（東京）
・12/14：お茶の水女子大学「大気と水」（東京）
・12/16：西武信用金庫「西武事業支援セミナー」
・12/14・21：明治大学農学部「環境学入門」

（神奈川）
・12/26 ～ 27：全国大学生環境活動コンテスト

（東京）
2010 年
・2/20：ひたちNPOセンターシンポジウム（茨城）
・2/20 ～ 21：日本・カナダコンソーシアム（東京）
・3/14：防災ユースフォーラム（東京）
・3/20 ～ 21：国土緑化推進機構

「グリーン・カレッジ」（東京）
・3/26・27：中央ろうきん助成プログラム

選考委員会（東京）

■マスコミ・メディア掲載一覧
2009 年
・4/27：毎日新聞
・4/30：読売新聞
・4月：朝日新聞社「暮らしの風」
・5/4：朝日新聞
・5/7：日本経済新聞
・5/10：読売新聞
・5月：「すぎなみ文化通信」No.244
・5 月：日本環境教育フォーラム「地球のこども」

・5月：2009 年度 3年
第１回国語フクト公開実力テスト会

・5月：日本NPOセンター「NPOのひろば　No.56」
・6/14：岐阜新聞
・6/23：毎日新聞
・6月：宝島社「田舎暮らしの本」
・7/5：読売新聞
・7月：「社会的責任報告 2009」
・10/1：こどもちゃれんじメッセージ 2009

「おいしい笑顔とやさしい暮らし」
・10/1：マイコネクト PRESS vol.04
・10/1：森づくりフォーラム第 132/133 合併号
・10/4：朝日新聞（埼玉版）
・10/10：ぐりーんもあ Vol.47
・11/1：ボランティア情報 No.390
・11/2：保険毎日新聞
・11 月：NPO法人間伐材研究所発行

「第２８号間伐材新聞」
・09 フォレストサポーターズ・パンフレット
2010 年
・1/1：財団法人富士福祉事業団「ボランティア」
・2,3 月：日本環境教育フォーラム「地球のこども」
・2/5：生活協同組合研究 2010.2 No.409
・2/19：読売新聞
・2/25：福島民報
・3/9：朝日新聞

■緑の募金
　社団法人国土緑化推進機構が法
律に基づいて進める「緑の募金」
の支援団体となっており、全国の
大学生協での募金箱の設置を進め
ている。８大学生協で 71,856 円の
募金を集めた。なお、緑の募金支
援団体は、「緑の募金」の助成金と
して、募金の還元を受けることも
できる。

■インターネットを通じた募金
①プレコラ
　（株）ユニファクターが運営する
プレコラは、中小企業がNPOを応
援するサイト。企業の広告をクリッ
クすると JUONにも寄付が入る仕
組みとなっている。
②インターネット募金箱
　（株）ネプロアイティが運営する
サイト。サイト上のスポンサーサ

イトをクリックしたり、買い物を
したりすることで募金ができる。

■認定NPO制度
　寄付者が税制優遇措置を受けら
れる認定NPO法人の制度について
研究し、2010 年度取得に向けて動
くことを決定した。



地域別　活動報告　

北海道・東北 

こんな地域にしていきたい！

■あたご共同作業所（福島）
　南会津町の特定非営利活動法人
あたご「あたご共同作業所」が、
2010 年度からの割り箸製造に向け
準備を進めている。裸箸を年間 50
万膳の製造が当面の目標。

■白神山地　森林の楽校（秋田）
　6 年目。春 5/29～31: 16 名、秋
10/16～18: 23 名で開催。廃校を活
用した「白神ぶなっこ教室」が拠点。
　2 回とも、登山時の眺望には恵
まれなかったが、ガイドの人柄と
郷土料理などで満足度が高い。3
年ぶりに森林整備作業を組み込み、
リピーターの満足度アップを狙う
も、直接的な効果は推し測れず。

■2010 年度　総会に向けて
　2010 年 6/12～13 に福島県南会
津町で実施の第 12 回総会・記念イ
ベントの準備を進めた。仙台で
2009 年 12/23 から総会実行委員会

と拡大世話人会を数回実施した。

■地域ブロックの活動
　5/2「貞山堀探訪」（宮城）5 名。
仙台湾の日本一長い運河・貞山堀
を散策。
　10/25「秋保電鉄線路跡探訪」（宮
城）10 名。廃線になった線路跡を
辿り、往時の生活・歴史を学んだ。
　10/31「南会津町見学・交流会」（協
力）（福島）28 名。
　10/10・10/17・10/24「竹 炭 づ
くり」（協力）。

会員：21名 (＋3)　団体会員：5件

樹恩割り箸使用先：2生協

★成果と課題
　世界遺産・白神山地で行う「森
林の楽校」には全国から参加者が 
集まり、JUON 全体での会員増に
つながっている。しかし、東 北の
活動活性化にはなかなか結びつい
ていない。福島での割り箸製 造開
始や東北初の総会開催を機に、町・
大学と連携して会員の活動 の場を
つくりたい。
　なお、北海道での活動は、まだ
行っていない。
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森林ボランティア

「森林の楽校」
障害者の仕事づくり

自治体

エコサーバー検定

大学生協

地域生協

青年リーダー

養成講座

企業

樹恩割り箸

農山漁村に暮らす人

間伐材・国産材の利用
都市に住む人

廃校活用

大学

森林も、田畑も、人もイキイキ！！

援農ボランティア

「田畑の楽校」

↑南会津町見学・交流会

↑白神山地　森林の楽校 2010 秋

「樹恩」のネットワークで

地域
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関東・甲信越

■若葉園（茨城）
　水戸市の社会福祉法人栄寿会「若
葉園」が、2010 年度からの割り箸
製造に向け準備を進めている。裸
箸を年間 50 万膳の製造が当面の目
標。

■エルシーヌ藤ヶ丘（群馬）
　桐生市の社会福祉法人三和会「エ
ルシーヌ藤ヶ丘」は第 3 番目の樹
恩割り箸製造工場で、2009 年度約
32 万膳を製造した。

■江南愛の家（埼玉）
　熊谷市の社会福祉法人埼玉県ブ
ルーバードホーム「江南愛の家」
は第２番目の樹恩割り箸製造工場
で、2009 年度は 100 万膳を製造し
た。

■山の子の家 ( 東京 )
　日の出町の社会福祉法人山の子
会「山の子の家」が、2010 年度か
らの割り箸製造に向け準備を進め
ている。裸箸を年間 50 万膳の製造
が当面の目標。

■水源の森　自然ふれあい楽習
（群馬）

　11 年目。9/5～6: 44 名で開催。
廃校を活用した温泉宿「葉留日野
山荘」が拠点。
　共催の三菱UFJ 環境財団からの、
学生の参加者集めの期待には応え
られず。東京ヤングジュオンは 2
名参加。

■神の泉　森林の楽校（埼玉）
　10 年目。夏 7/4（～5）：43 名。
秋 10/3：31 名。春 2/27：42 名。
神川町役場、こだま森林組合の協
力の下開催している。
　東京ヤングジュオンは累計 8 名
参加。ヤマキ醸造（団体会員）に
寄るようになった。

■鳩ノ巣　森林の楽校 ( 東京 )
　2年目。8/8～9: 33 名。
　9, 10 期生を中心とした東京ヤン
グジュオン 17 人で運営し、宿泊型
にチャレンジ。追加したメニュー
は、スギ枝のハンガーづくりや、
オプションの「森の健康診断」など。
参加者のうち 2名が、青年リーダー
養成講座を受講。

■トキの島　森林の楽校
　11 年 目。夏 8/26：16 名。秋
10/10：15 名。トキ野生復帰のた
めの里山整備を新潟大学と協力し
て開催。2008 年よりトキが放鳥さ
れた。

■ぶどうの丘　田畑の楽校（山梨）
　5 年 目。5/30～31、6/13～14、
6/27～28、7/11～12 の４回、のべ
72 名が参加。農作業、農家と交流。
　2008 年度 4 回連続参加で 11 名
だった新規参加者は、単発参加に
変更し 42 名となった。有志活動も
日数・参加者が増えた。援農の受
入れ体制を整え、地域として関わ
りを持つことを目指したい。

■エコサーバー・サポーターコー
ス　セミナー＆検定試験（東京）
　8回目。10/31～11/1：6名で開催。
検定試験後は、新宿御苑での自然
観察会も行った。

■森林ボランティア
青年リーダー 養成講座 in 東京

　11 年目。11/21～1/30 の週末で、
日帰り2回、1泊 3回 : 16名で開催。
　間伐～枝打ち～道づくりを同じ
場所で実習することで、伐倒→造
材→材の利用と一貫した実習が可
能に。夕食後のヤングジュオン企
画も定着。（関連記事 p6に）

■地域ブロック活動
　11/1「樹恩割り箸工場見学と足
尾銅山」（群馬）25名参加。エルシー

ヌ藤ヶ丘・足尾銅山を見学。
　1/22「新年会」9 名。参加活動
を振り返るスライドショーを見な
がら交流。

■東京ヤングジュオン
　第 10 期森林ボランティア青年
リーダー養成講座・実践編からの
流れで、森林作業、地域密着、都
市で伝える、植物の分野ごとに、
核になる人を決めて活動。平日活
動も定例化。
　2008 年日帰りから１泊 2 日にし
た「鳩ノ巣　森林の楽校」、中高生
受入れ「森のキャンプ」など挑戦
が多かった。反面、基本である「大
自然塾」「リーダー講座」への関わ
りは見直しが必要。

■多摩の森・大自然塾　
鳩ノ巣フィールド（東京）

　コープとうきょうの支援の下、
毎月第 3 日曜日に奥多摩の棚沢地
区の山で森林ボランティア体験を
実施。今年度の参加者数は591名。

会員：274 名 (＋27)　団体会員：43 件（－4）

樹恩割り箸使用先：35 生協

★成果と課題
　会員数は増えているが、実際に
会員が活動の担い手として活躍す 
るまでの道筋はできていない。世
話人会と東京ヤングジュオンな 
ど、それぞれの活動に携わってい
る人たちのつながりをつくってい 
くことも必要。
　今後は、定例的な世話人会は開
催せず、実行委員会形式で活動を 
行っていくことになった。

↑神の泉　森林の楽校 2010 春

地域



東海・北陸

■風の谷　森林の楽校　（岐阜）
　6 年 目。夏 6/13 ～ 14：32 名、
秋 11/2 ～ 3：24 名、春 3/6 ～ 7：
30 名で開催。廃校を活用したラー
ニングアーバー橫蔵が拠点。財産
区の森での間伐・枝打ち等。
　リピーターが多く、ベテラン参
加者に指導補助を担ってもらう試
みを開始。

■そばの里　森林の楽校（富山）
　7 年目。夏 7/11～12: 10 名、秋
9/19～20: 12 名で開催。廃校を活
用したスターフォレスト利賀が拠
点。中部北陸自然歩道の草刈り・
そば打ちの年 1 回から、スキー場
跡地の森づくりの回を夏に新設。
　参加者集めが課題。内容・広報
の見直しが必要。地元・大学との
つながり、安全管理も深めたい。

■エコサーバー・リーダー
養成講座 ( 岐阜 )

　5回目。9/20～23: 15 名。
　文科省の学校支援事業とタイ
アップした内容が効を奏し、10 代

～60 代の老若男女の賑やかな講座
となる。5 連休を活用し 3 泊 4 日
で実施した。（関連記事 p6に）

■地域ブロック活動
　8/12「風の谷夏祭り」（ぎふいび
生活楽校と共催）（岐阜）。ラーニ
ングアーバー横蔵にて開催。ステー
ジでのパフォーマンス等。200 名
以上が参加。
　11/7「飛翔の会・水無湿原保全
整備（協力）（富山）。
　月一山歩き隊（ぎふいび生活楽
校と共催）( 岐阜 )。 ★成果と課題

会員数は増加。廃校活用の拠点が
東海、北陸それぞれにあるのは 強
み。北陸では、地元でグリーンツー
リズムの動きが高まってお り、大
学生協とのつながりもあるが、
JUON として十分な活動 ができて
いない。
　東海は、地元・参加者とのつな
がりが育っており、「森林の楽 校」
から定例的な活動も視野に入れ、
今後の活動を組み立てたい。

参加者の声
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　今までは「森林に人間がお邪魔
する」という考えだったのが、人間
が森林に手を加えることで、双方に
メリットがある「森林と人間が共生
する」という考えができるようにな
り、新たな価値観で考えられるよう
になったと感じました。

( 女性・学生 )

　みんなで協力して同じことに打
ち込む楽しさはスポーツも仕事も、
森づくりでも変わらないのだなぁ、
と思います。参加する目的は違って
も志は同じ。年齢をこえて、様々な
方々と出会えるのがとても嬉しいで
す。こうした機会があることをもっ
と多くの人に知ってもらえたらいい
なぁと思います。( 女性 )

　同じ森で何回も作業をすると、以
前作業した場所が明らかに良くなっ
ている。そういった事を皆さんと共
有するのも楽しみの一つになりまし
た。（男性・会員）

　学生さんから企業を定年まで勤め
上げた方、またその後ボランティア
活動をされている方など男女問わず
幅広い参加者の皆さんの、自分とは
違う環境や経験からの見識に大いに
触発され、自分の意識を高める事が
できました。（男性・会員）

　初めての木の伐採、それによって
陽が差す森の美しさ、森の博士（？）
といっしょの散策、廃校になった校
舎を利用した宿泊施設など、さまざ
まな知識とともに、日常では得難い
とても豊かな体験ができたと思って
います。（女性）

会員：38 名 (＋2)　団体会員：11 件

樹恩割り箸使用先：6生協

↑そばの里　森林の楽校 2009 秋

↑風の谷　森林の楽校 2009 秋

地域
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関西・中国

■むかいしま作業所（広島）
　尾道市の社会福祉法人尾道さつ
き会「むかいしま作業所」が、
2010 年度からの割り箸製造に向
け準備を進めている。裸箸を年間
100 万膳の製造が当面の目標。

■清流の森　森林の楽校　（兵庫）
　9年目。11/14～15：43名。間伐・
そば刈り。中坪地区の地元の方と
のグループディスカッションも。
　災害復興支援や定例活動によっ
て深まった地元とのつながりが活
かされた。10 人の関西ヤングジュ
オンがスタッフとして活躍。
　
■森林ボランティア

青年リーダー養成講座 in 関西
　3 回目。8/30～10/18 の週末で、
日帰り2回、1泊3回 : 11名で開催。
　それまで2回だった1泊2日を、
東京と同じ3回に増やしたことや、
初回のアイスブレイクの効果もあ
り、受講生・スタッフの仲が深まっ
た。（関連記事 p6に）

■関西ヤングジュオン 
　関西の複数のフィールドを、修
了生が分担し、世話人会の事務局

機能を担うスタイルを始動。自立
性が高まった。

■中坪地区での活動 ( 兵庫 )
　5/31 芋苗植え：6 名参加。7/26
柴刈り：4 名参加。8/2 災害支援活
動：21 名参加。10/11 いも掘り：
14 名参加。12/13 そば打ち：34 名
参加。3/7 椎茸植菌：9名参加。
　2009 年度より、「里山交流（そ
ばの会）」と「里山整備」の２つの
柱で活動するようになり、災害支
援をきっかけに更に関係が深まっ
た。

■亀岡での活動 ( 京都 )
　4/18・5/30・6/20・7/18・
9/19・10/24・11/28・12/19・
1/16・2/27・3/27
　青春自然塾で定期的に森林整備
を行い、地元の方との交流を図っ
た。

■ 町並みと民家を訪ねる会
　4/19（奈良）14 名参加。第８回
目の開催。古代日本の中心地、飛
鳥の里を訪ねた。
　10/10（奈良）13 名参加。第９
回目の開催。大和かしはらの今井

町を訪ねた。

■その他の地域ブロック活動
11/1「ひょうご森のまつり」（兵庫）
6名参加。活動を紹介・PRした。
　2/6「野鳥観察会」（京都）18 名
参加。

★成果と課題
　関西は、世話人会・関西ヤング
ジュオン・大学生協が一緒に「森 
林の楽校」をつくっている。参加
者は、大学生協の学生委員がほと 
んどのため、一般の学生にも広がっ
ていくことを目指したい。亀岡・ 
千種・中坪と、３つの拠点があり
関係が深まりつつある。
　中国は、これまで活動拠点がな
かったが、広島での割り箸製造を 
きっかけにしたい。

協力者の声

会員：122 名 (－4)　団体会員：20 件

樹恩割り箸使用先：19 生協

　若い世代と我々の世代が一緒に
やれるというのは、JUONのものす
ごい大きな特徴だなぁと感じていま
す。
　何にも考えないで、ただ森の中に
いる。そんな時間を持てる組織とし
て、JUONが広がればいいなぁと思っ
ています。( 京都竹炭クラブ代表
　　　　　　宮崎省三さん )

　期待するのはとにかく継続してや
るということ。10 年やってきて、
波及効果がいろんなところに出てい
る。それを変えずに続けるというの
が一番大事なんだと思う。
（新潟大学准教授 /森林の楽校講師

本間航介さん）

　私の少しの踏み出しが、皆さんの
支援で思いがけず広がりました。今
は割り箸の方が先に進んでいます
が、そもそもは交流人口を増やすた
めにどうしたらいいかと考えていた
ので、この先は森林の楽校にもつな
げていきたい。
（あたご共同作業所理事
　　　　　　五十嵐道雄さん）

　この辺の山の手入れを全部やる
ことはできなくても、千分の一、一
万分の一でもやろうという気持ちが
素晴らしい。次の時代はもう少しい
い時代になってほしいよ。俺は期待
してるからね。皆さんみたいなボラ
ンティアに。
（森林の楽校講師・清水梅夫さん）

↑清流の森　森林の楽校での

ディスカッションの様子。

地域



四国

■セルプ箸蔵（徳島）
　三好市の社会福祉法人池田博愛
会「セルプ箸蔵」は最初の樹恩割
り箸製造工場で、2009 年度は 912
万膳を製造した。

■四国のへそ　森林の楽校（徳島）
　11 年目。8/29～30：50 名。
　最も古くから行っている、元祖
「森林の楽校」。徳島県、三好市役所、
西井川林業研究グループの協力の
下、2008 年よりチェーンソー講習
を中心に実施。

■さぬきの森　森林の楽校（香川）
　7 年目。9/27: 70 名で開催。香
川ベンチの会が主体。親子連れが
多い。
　班分けをすることで、安全管理
体制は改善。しかし、フィールド「さ
ぬき市民百年の森」の間伐が進ん
できていることで、子ども向けの
作業場所がなくなってきている。

■四万十川　森林の楽校 ( 高知 )
　6 年目。3/20～22：31 名。昔の
山仕事体験・カヌー等。廃校を活

用した四万十楽舎に宿泊。
　昔の山仕事を教わった黒尊地区
の方達との交流は好評だった。単
に四万十の自然を参加者が楽しむ
だけでなく、地元の方にも喜ばれ
るプログラムを目指したい。

■樹の紙プロジェクト
　2009 年度、山村再生プランに認
定され助成金をいただいた、「『樹
の紙』を活用した商品開発と障害
者等との連携による産業づくり」
事業。そこから生まれた「樹の紙」
を使った製品のアイデアについて、
商品化を進めた。なお、製造は、
徳島県「ワークサポートやまなみ」
（精神障害者施設）で行っている。

★成果と課題
　「樹恩割り箸」の製造量は全体の
9 割を占める。香川ベンチの 会、
新たに始まった「樹の紙」プロジェ
クトなど、木づかいの取り 組みが
盛んである。
　会員数が伸び悩んでいるのは、
山側の JUON に対する期待に 応え
られていないからか。「森林の楽校」
は 3ヶ所で開催している が、それ
ぞれ年 1回の実施に留まっている。

九州

■雲仙の麓　森林の楽校（長崎）
　4年目。11/22～23: 29名で開催。
　九州地域の大学生協・学生委員
が中心となって運営。参加学生の
満足度は高いが、会員や一般の学
生の参加も増やしていきたい。　

12 2009年度　JUON NETWORK　年次報告書

会員：62 名 (－10)　団体会員：12 件（－3）

樹恩割り箸使用先：4生協

会員：16 名 (－5)　団体会員：6件

樹恩割り箸使用先：0

★成果と課題
　大学生協の学生委員が中心とな
り「森林の楽校」を実施してい る。
参加のほとんどが大学生協の学生
のため、一般の参加者を増や 
したい。
　その他の活動は特に行っていな
いため、会員は減少している。活 
動を広げる世話人会の確立が必要
である。

↑さぬきの森　森林の楽校

↑四国のへそ　森林の楽校

↑お世話になった皆さんと記念写真。

←雲仙の麓　森林の楽校

2人ずつペアになって間伐。

地域

地域



13地域別　活動報告/広がる協働の輪

広がる協働の輪　

団体会員一覧 （2010 年 3月末現在／会員番号順）

■企業との森づくり
　東京都奥多摩町「鳩ノ巣フィー
ルド」をはじめとして、企業の森
づくり活動に協力した。

○6/20・10/24 太陽生命保険株式
会社（栃木県那須塩原市・太陽生
命の森林）

大学生協　神戸事業連合
早稲田大学生活協同組合
（社福）箸蔵山荘
（株）ベネフレックス
（株）山城もくもく
三好西部森林組合
名古屋大学消費生活協同組合
（株）ジャパンビバレッジ
全国大学生活協同組合連合会
神戸大学生活協同組合
共栄火災海上保険（株）
三好東部森林組合
富山大学生活協同組合
金沢大学生活協同組合
大学生協　大阪事業連合
新日本管財（株）
生活協同組合とくしま生協
大学生協　九州事業連合
北陸コカ・コーラボトリング（株）
（株）ジェイ・エス・ビー
（株）光陽メディア
宇都宮大学消費生活協同組合
( 株 ) ユニバーシティコープ
ハウジング神戸
東京コカ・コーラボトリング（株）
（株）コープリビングサービス
コカ・コーラウエスト（株）

東京都生活協同組合連合会
大学生協　北陸事業連合
東京農工大学消費生活協同組合
甲南大学生活協同組合
兵庫県立大学生活協同組合
熊本大学生活協同組合
大学生協中国・四国事業連合
日本生活協同組合連合会
茨城大学生活協同組合
山形大学生活協同組合
（社）西土佐環境・文化センター

四万十楽舎
電気通信大学生活協同組合
山口大学生活協同組合
明治薬科大学生活協同組合
新潟大学生活協同組合
一橋大学消費生活協同組合
徳島大学生活協同組合
東京薬科大学生活協同組合
ヤマキ醸造（株）
愛知大学生活協同組合
高崎経済大学生活協同組合
長野大学生活協同組合
（株）損害保険ジャパン
大阪市立大学生活協同組合
近畿大学生活協同組合
東京工芸大学生活協同組合

大阪大学生活協同組合
日本労働者協同組合連合会
( 社福 ) 池田博愛会セルプ箸蔵
大学生協　東京事業連合
法政大学生活協同組合
大学生協　東海事業連合
（株）秀英
大東文化学園生活協同組合
和光学園生活協同組合
（株）アイアンドアイサービス
全国森林組合連合会　
桜美林学園消費生活協同組合
岡山大学生活協同組合
芝浦工業大学消費生活協同組合
麻布大学生活協同組合
グリーンアーツ

コミュニティー利賀
東京学芸大学生活協同組合
北九州市立大学生活協同組合
（有）樹庵
鳥取大学生活協同組合
慶應義塾生活協同組合
NPO法人東かがわ市

ニューツーリズム協会
横浜市立大学生活協同組合
富山県立大学生活協同組合

○7/25ＮＴＴ労働組合東京総支部
（埼玉県神川町）

○10/31 日本サムスン株式会社
（東京都奥多摩町）

　

○11/13 新生フィナンシャル株式
会社（東京都奥多摩町）

■地域生協との協働
　2007 度、2008 度に引き続き、
さいたまコープの「秩父の森」づ
くりに協力した。

　また、「多摩の森・大自然塾　鳩
ノ巣フィールド」の開催を通じて、
コープとうきょうの森づくりに協
力している。

■大学との協働
○9/28 お茶の水女子大学
　江南愛の家見学と神川町での下
草刈り体験のツアーを実施した。
○2/20～21
　日本・カナダコンソーシアム
　東京都奥多摩町で、日本の森林・
山村の視察と生活体験をコーディ
ネート。

■キャンペーン
○SAFETY OUTDOOR
　楽しく安全なアウトドア活動を
呼びかける普及啓発キャンペーン
として昨年から始まり、当初から
協力団体となっている。昨年度は
全国約 560 団体が賛同。 2010 年年
度からは通年のキャンペーンとな
り、引き続き協力していく。

（社福）埼玉県
ブルーバードホーム　江南愛の家
日本の竹ファンクラブ
三好市役所
長崎県立大学生活協同組合
宮崎大学生活協同組合
広島大学消費生活協同組合
岩手大学生活協同組合
大学生協　東北事業連合
（社福）三和会　

エルシーヌ藤ヶ丘
神戸市外国語大学
消費生活協同組合
太陽生命グッドウィル・

サークル友の会
京都大学生活協同組合
澤登農園
横浜国立大学生活協同組合
千葉商科大学生活協同組合
埼玉大学生活協同組合
長崎大学生活協同組合
関西学院大学生活協同組合
オオタ鉄工所

ご支援いただき、

ありがとうございます！





15財務報告/役員・事務局の紹介

2009 年度・財務状況の分析

役員・事務局の紹介

■2009 年度　役員一覧　
理事 
 足本 裕子 ( 文化遺産を未来につなぐ森づくりの為の有職者
会議事務局長 ) 
 石井 清允 ( 埼玉県 100 年の森を守る会会長 ) 
 上山  明 ( 元兵庫県千種町教育長 ) 
 小林 正美 ( 有限会社樹庵代表取締役 ) 
 佐藤 敬一 ( 東京農工大学准教授 ) 
 佐藤 快信 ( 長崎ウエスレヤン大学教授 ) 
 澤登 浩二 ( 澤登農園 ) 
 塩谷  勝 ( 宮城農業短期大学名誉教授 ) 
 重元  勝 ( 元生活協同組合コープこうべ職員 ) 
 志水 一平 ( 全国大学生活協同組合連合会副学生委員長 ) 
 清水 文清 ( 富山県生活協同組合連合会専務理事 ) 
 田中  学 ( 東京大学名誉教授 ) 
 寺尾 善喜 ( 大学生協神戸事業連合専務理事 ) 
 中田 無双 ( 山梨県北都留森林組合参事 ) 
 長本 朝子 ( 長本朝子設計事務所代表取締役 ) 
 平田 政廣 ( 徳島県三好市市議会議員 ) 
 福家 克彦 ( 慧匠社建築研究所代表取締役 ) 
 藤田 智代 ( 関西中国地域世話人 ) 
 和田 寿昭 ( 全国大学生活協同組合連合会専務理事 ) 

■収入
【会費収入】不況の影響を見込み予算を低く組んだが、予
想以上の影響はなかった。
【助成金収入】緑の募金特定事業助成金・160 万円、山村再
生プラン助成金・約 200 万円があり、2008 度より大幅に
増えた。
【特定非営利活動収入】森のキャンプ、エコサーバー学校
支援の収入により大幅に増えた。
【その他の収入】樹恩割り箸の広告による収入を予算に計
上していたが、実行できなかった。

■支出
【都市と農山漁村】樹の紙プロジェクトの費用を計上した
ため、予算・2008 年度より大幅に増えた。
【森林保全・育生】割り箸の製造機械を購入したため増えた。
【事務局人件費】常勤職員を1名増員したため大幅に増えた。
【事務局運営費】PC・デジカメなどの備品を整備した 2008
年度よりは低いが、予算内に抑えることができなかった。

■まとめ
　まずは事務局 4人体制を維持するため収入を安定させる
ことが課題。今回は黒字にすることができたが、2009 年度
に限った収入によるところが大きい。会費や寄付も大口の
出資先に頼っており安定性に欠ける。会員・寄付を増やす
とともに分散化させていく必要がある。赤字の事業を出さ
ないよう、支出内容・参加費設定の見直しが求められる。
　さらに、ミッション達成のためには、広報費・新規事業
のための資金も捻出していかなければならない。

【科目ごとの割合】

収入

支出

 監事 
 今國 喜栄 ( 全国大学生活協同組合連合会職員 ) 
 川上仙太郎 ( 社会福祉法人起生会理事・事務長 ) 
 吉田 信昭 ( 全国大学生活協同組合連合会職員 ) 

■事務局
鹿住　貴之（事務局長）
岩下　広和（事業担当）
須田　直菜（総務担当）
柳井　賢太（広報担当）

【地域活動支援費の地域別時期繰り越し額】
北海道東北：66,826 円　　関東甲信越：304,238 円
　東海北陸：25,293 円　　　関西中国：193,018 円
　　　四国：248,760 円　　　　  九州：248,760 円

　（合計：954,311 円）

２ー②事務局人件費
30.1%

２ー③
事務局運営費
6.7%

１－①
都市と農山漁村の
ﾈｯﾄﾜｰｸづくり
20.4%

１－②森林保全・
育成・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動

35.2%

１－④地方文化の
発掘と普及
0.0%

１－③廃校活用
ｾﾐﾅｰﾊｳｽの
運営・支援
0.2%

１－⑤会誌発行
4.1%

２ー①会議費
3.2%

　５その他の
収入
4.2%４特定非営利

事業収入
23.5%

　３寄付金収入
22.3%

　２助成金収入
18.7%

１会費収入
31.3%

皆様のご支援のおかげで、

2009 年度から事務局が 4人

になりました。4人体制の

パワーを実感していただけ

るようにがんばります！
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発行人　　田中 学
編集人　　鹿住 貴之
編集担当　須田 直菜
編集委員　岩下 広和・柳井 賢太
発行所　　特定非営利活動法人　JUON NETWORK　事務局
　　　　　〒166-8532　東京都杉並区和田3-30-22
　　　　　TEL：03-5307-1102　FAX：03-5307-1091
　　　　　E-mail：juon-office@univcoop.or.jp　URL：http://juon.univcoop.or.jp/

みなさんの会費や寄付が、
JUON NETWORK の活動を支えています。

○会費（年会費）
　個人会員　一般　　4,000 円

　　　　　　学生　　2,000 円

　　　　　　家族　　2,000 円

　団体会員　一口 　 30,000 円

入会をご希望の方は、事務局までご連絡いただいた上で、下記
の口座に、会費をお振り込み下さい。

JUON NETWORK の活動は、みなさんからの会費や寄付で支えられています。
JUON NETWORK の趣旨や活動に賛同し、ご支援いただける方のご入会やご寄付を募集しています。ぜひ、
ご協力お願いいたします。

ー新規会員募集ー

●りそな銀行新都心営業部

　　普通口座　0528652 

●郵便口座　00110-9-26902

加入者名

加入者名
JUON NETWORK

JUON NETWORK
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